別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：園芸特産物対策費
	事業名: 新　園芸新ブランド生産拡大支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　農政部　農産園芸課　野菜・果樹特産係　電話番号：058-272-1111（内2865）

　　　　　　E-mail：c11423@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：   1,200千円（前年度予算額：        0千円）
	要求内容


	１　要求の内容


国体向け開発ブランド品目（「早秋柿」「太秋柿」「ぽろたん(クリ)」「夏秋いちご」）が育成され、国体会場・弁当等でＰＲに取り組んできました。消費者・市場などから生産拡大が求められていることから、各品目ごとの課題解決を図り生産拡大につなげていく必要があります。
○「早秋柿」の生理落果・軟果、「太秋柿」の雄花増加対策技術の開発・普及を図り、生産量増加を図る必要があります。
・「早秋柿」「太秋柿」の現地研修会等により生産拡大を支援していきます。
・試験研究成果の普及・マニュアル作成等により、技術の普及・徹底を図ります。
○クリは若木の凍害枯死率が高く、「ぽろたん」への改植・新植の阻害要因となっています。また、外果皮黒変果による秀品率の低下が危惧されており対策が必要です。
・「ぽろたん」の現地研修会等による生産拡大を支援していきます。
・黒変果対策による生産量確保と、凍害対策技術の普及により「ぽろたん」導入を推進します。
○「夏秋いちご」は国内産の業務用需要が高く、高単価での取引が期待できるのですが、ニーズが中心階級に偏っています。
・周辺階級の需要動向の調査と、通いコンテナの試験導入による生食向け流通調査を行うことでニッチな需要を模索し、トータルでもうかる品目とすることで産地規模拡大を図っていきます。
・大果で多収となる県オリジナルの「夏秋いちご」品種の育成に取り組み、品質向上を図ることで業務用需要の期待に応える産地を育成します。
	２　所要経費


（1） 「早秋柿」「太秋柿」の生産拡大支援

582千円
（2） 「ぽろたん」の生産拡大支援


417千円
（3） 「夏秋いちご」の生産拡大支援

201千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	1,200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,200

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業

	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	○「早秋柿」「太秋柿」の安定生産が図られることにより、「岐阜柿おすすめ五選」の品種リレーの構築と「かき＝岐阜」のイメージを高め、「県民誰もが自慢できる岐阜柿」に育てていきます。
○クリの凍害対策や「ぽろたん」の外果皮黒変化対策技術の開発と普及が図られることで、「ぽろたん」を含めた優良品種の組み合わせによる出荷期間の分散化、生食ニーズの創出、担い手確保を推進し、クリ産地活性化につなげます。

○大果で多収となる県オリジナルの「夏秋いちご」品種の育成と、品質向上を図るとともに、周辺階級の需要を発掘することでトータルで儲かる品目にすることで産地規模拡大を図っていきます。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	「早秋」「太秋」作付面積
	16.3ha
（H21）
	（H  ）
	（H  ）
	23ha
（H23）
	30ha
（H27）
	％


	「ぽろたん」出荷量
	0kg
（H21）
	（H　）
	（H　）
	376kg
（H23）
	1200kg
（H27）
	％


	「夏秋いちご」出荷量
	32t
（H21）
	（H　）
	（H　）
	40.5t
（H23）
	50t
（H27）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）



（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	消費者の期待や市場からの需要も高いが、各品種それぞれの問題点・課題により生産量がまだまだ少ない状況にあります。それぞれ高単価が期待できる品種であり、課題を解決し普及を図ることで生産拡大につなげていく必要があります。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	各関係機関が連携し、生産拡大に取り組んでいく必要があります。
これらの高単価が期待できる品種の導入・普及に取り組むことを契機に、産地の活性化につなげていきます。



（次年度の方向性）
	　国体に向け開発したブランド品目という位置づけから、誰もが知っている岐阜県の新たなブランド品目として定着するよう、さらなる生産拡大と消費宣伝ＰＲを継続します。


